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 注意 必ず下記の注意事項をお読みになってからご使用
ください。

電池フタを取り外す際、必要以上に力を入れないでください。けがや
故障の原因となる場合があります。

カメラのレンズに直射日光などを長時間あてないようにしてくださ
い。レンズの集光作用により、発火・破裂・火災・故障の原因となりま
す。

高温になる場所（特に、直射日光のあたる場所、車内、船上、砂浜、暖房
装置の近くなど）、極端に低温になる場所、湿気やほこりの多い場所
に保管・放置しないでください。発熱・発火・変形・故障の原因となる
場合があります。

0℃以下の低温下で本製品に長時間触れないでください。金属部分
に触れていると皮膚に傷害を起こす原因となります。直接手で触れ
ないでください。

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所に置いたり充電
をしないでください。落下してけがや破損の原因となります。バイブ
レータ設定中は特にご注意ください。また、衝撃などにも十分ご注意
ください。故障・傷害の原因となります。

本製品を長時間使用したり、外部電源と接続した状態では熱くなる
ことがあります。本製品や指定の充電用機器（別売）に長時間触れな
いでください。低温やけどの原因となる場合があります。また、紙・
布・布団などをかぶせたりしないでください。火災・傷害・故障の原因
となる場合があります。

本製品を充電する際は、コンセントや配線器具の定格を超えて使用
しないでください。たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火
災の原因となります。

電池フタ、背面カバーを外したまま使用しないでください。また、電
池フタ、背面カバーを外したまま放置・保管しないでください。内部
にほこりなどの異物が入ると故障の原因となります。
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水やペットの尿など液体が直接かからない場所でご使用ください。
発熱・火災・感電・電子回路のショートによる故障・傷害の原因となり
ます。万一、液体がかかってしまった場合には直ちに指定の充電用機
器（別売）の電源プラグを抜いてください。

ご使用にならないときは、指定の充電用機器（別売）の電源プラグを
コンセントに接続したままにしないでください。また、指定の充電用
機器（別売）の電源コードをアダプタ本体に巻きつけないでくださ
い。感電・発熱・火災・故障・傷害の原因となります。

充電用機器のプラグやコネクタと電源コードの接続部を無理に曲げ
たりしないでください。感電・発熱・火災・故障・傷害の原因となりま
す。

ワイヤレス充電対応製品（別売）と本体背面の間に、金属製のもの（金
属を含む材質のストラップやクリップなど）を置かないでください。
発火・火災・傷害の原因となります。

ワイヤレス充電対応製品（別売）や本体背面および背面カバーと電池
フタの間に、金属製のもの（金属を含む材質のシールなど）を貼り付
けないでください。発熱による火災・故障・やけど・傷害の原因となり
ます。

本体背面および背面カバーと電池フタの間に異物をいれないでくだ
さい。発熱による火災・故障・やけど・傷害の原因となります。

 注意 必ず下記の注意事項をお読みになってからご使用
ください。

風呂場などの湿気の多い場所で使用したり、濡れた手で指定の充電
用機器（別売）を抜き差ししないでください。感電・故障・傷害の原因
となります。
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本製品をご利用いただくにあたって
本製品をご利用になる前に、本書の「安全上のご注意」をお読みのうえ、正しくご
使用ください。
故障とお考えになる前に、以下のauホームページのauお客さまサポートで症状
をご確認ください。
http://www.au.kddi.com/support/mobile/trouble/repair
 • サービスエリア内でも電波の届かない場所（トンネル・地下など）では通信で
きません。また、電波状態の悪い場所では通信できないこともあります。なお、
通信中に電波状態の悪い場所へ移動すると、通信が途切れることがあります
ので、あらかじめご了承ください。
 • 本製品は電波を使用しているため、第三者に通信を傍受される可能性がない
とは言えませんので、ご留意ください（ただし、LTE／WiMAX 2+／GSM／
UMTS方式は通信上の高い秘話・秘匿機能を備えております）。
 • 日本国内の緊急機関に接続する場合は、auのVoLTE（LTEネットワーク）を利
用します。3G（回線交換ネットワーク）を利用しての接続はできません。
 • 本製品は国際ローミングサービス対応の携帯電話ですが、本書で説明してお
ります各ネットワークサービスは、地域やサービス内容によって異なります。
 • 本製品は電波法に基づく無線局ですので、電波法に基づく検査を受ける場合
があり、その際にはお使いの本製品を一時的に検査のためご提供いただく場
合がございます。
 •「携帯電話の保守」と「稼動状況の把握」のために、お客様が利用されている携
帯電話のIMEI情報を自動的にKDDI（株）に送信いたします。
 • 海外でご利用される場合は、その国／地域の法規制などの条件をあらかじめ
ご確認ください。
 • 地震・雷・風水害などの天災および当社の責任以外の火災、第三者による行為、
その他の事故、お客様の故意または過失・誤用・その他異常な条件下での使用
により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。
 • 本製品の使用または使用不能から生ずる附随的な損害（記録内容の変化・消失、
事業利益の損失、事業の中断など）に関して、当社は一切責任を負いません。
 • 本書の記載内容を守らないことにより、生じた損害に関して、当社は一切責任
を負いません。
 • 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作など
から生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。
 • 本製品の故障・修理・その他取り扱いによって、撮影した画像データやダウンロー
ドされたデータなどが変化または消失することがありますが、これらのデータの
修復により生じた損害・逸失利益に関して、当社は一切責任を負いません。
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腐食性の薬品のそばや腐食性ガスの発生する場所に置かないでくだ
さい。故障・内部データの消失の原因となります。

使用中に煙が出たり、異臭や異音がする、過剰に発熱しているなどの
異常が起きたときは使用をやめてください。充電中であれば、指定の
充電用機器（別売）をコンセントから抜き、熱くないことを確認して
から電源を切り、電池パックを外して、auショップまたは安心ケー
タイサポートセンターまでご連絡ください。また、落下したり、破損
した場合なども、そのまま使用せず、auショップまたは安心ケータ
イサポートセンターまでご連絡ください。

イヤホンなどを本製品に挿入して使用する場合は、少しずつ音量を
上げて適度な音量に調節してください。始めから音量を上げすぎて
突然大きな音が出たり、音量が大きすぎたり、長時間連続して使用し
たりすると耳に悪い影響を与えるおそれがあります。また、音量を上
げすぎると外部の音が聞こえにくくなり、踏切や横断歩道などで交
通事故の原因となります。

ハンズフリー通話をご使用の際はスピーカーから大きな音が出る場
合があります。耳から十分に離すなど、注意してご使用ください。

海水で使用後は海水が乾燥する前（少なくとも60分以内）にはお手
入れを実施してください。異物や塩分などが付着したまま放置する
と、破損・変色・腐食・異臭または、防水性能の劣化の原因になります。

 ■本体について

 警告 必ず下記の警告事項をお読みになってからご使用
ください。

航空機へのご搭乗にあたり、本製品の電源を切るか、機内モードに設
定してください。航空機内での使用については制限があるため、各航
空会社の指示に従ってください。
航空機の電子機器に悪影響を及ぼす原因となります。なお、航空機内
での使用において禁止行為をした場合、法令により罰せられること
があります。
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指定の充電用機器（別売）の電源プラグをコンセントから抜くとき
は、電源プラグを持って抜いてください。ケーブルを引っ張るとケー
ブルが損傷するおそれがあります。

本体から電池パックを外した状態で指定の充電用機器（別売）を差し
たままにしたり、ワイヤレス充電対応製品（別売）に置いたままにし
て放置しないでください。発火・感電・傷害の原因となります。

 ■ au Nano IC Card 04について

 注意 必ず下記の注意事項をお読みになってからご使用
ください。

au Nano IC Card 04の取り付け・取り外しの際にご注意ください。
手や指を傷付ける可能性があります。

au Nano IC Card 04に損傷を与えるようなこと（高温の場所での
使用、火中投下、金属部への異物の接触、衝撃を与える、曲げたり荷重
をかける、濡らすなど）はしないでください。データの消失や故障の
原因となります。

au Nano IC Card 04は、直射日光が当たったり高温となる場所や
ほこりの多い場所には保管・放置しないでください。故障の原因とな
ります。

au Nano IC Card 04は、乳幼児の手の届かない場所に保管してく
ださい。誤って飲み込むと、窒息や傷害などの原因となります。
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 • 大切なデータはコンピュータのハードディスクなどに保存しておくことをお
すすめします。万一、登録された情報内容が変化・消失してしまうことがあっ
ても、故障や障害の原因にかかわらず当社としては責任を負いかねますので
あらかじめご了承ください。
 • 本製品に登録された連絡先・メール・お気に入りなどの内容は、事故や故障・修
理、その他取り扱いによって変化・消失する場合があります。大切な内容は必
ず控えをお取りください。万一内容が変化・消失した場合の損害および逸失利
益につきましては、当社では一切の責任は負いかねますので、あらかじめご了
承ください。
 • 本製品に保存されたコンテンツデータ（有料・無料を問わない）などは、故障修
理などによる交換の際に引き継ぐことはできませんので、あらかじめご了承
ください。
 • 本製品はディスプレイに液晶を使用しております。低温時は表示応答速度が
遅くなることもありますが、液晶の性質によるもので故障ではありません。常
温になれば正常に戻ります。
 • 本製品で使用しているディスプレイは、非常に高度な技術で作られています
が、一部に点灯しないドット（点）や常時点灯するドット（点）が存在する場合
があります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。
 • 撮影などした写真／動画データや音楽データは、メール添付の利用などによ
り個別にパソコンに控えを取っておくことをおすすめします。ただし、著作権
保護が設定されているデータなど、上記の手段でも控えが取れないものもあ
りますので、あらかじめご了承ください。
 • 通常のゴミと一緒に捨てないでください。環境保護と資源の有効利用をはか
るため、不要となった本製品の回収にご協力ください。auショップなどで本製
品の回収をおこなっております。
※ 本書で表す「当社」とは、以下の企業を指します。
 発売元：KDDI（株）・沖縄セルラー電話（株）
 製造元：京セラ株式会社

■ お知らせ
 • 本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
 • 本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。
 • 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一、ご不審な点や
記載漏れなどお気づきの点がございましたら、ご連絡ください。
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病院での使用については、各医療機関の指示に従ってください。使用
を禁止されている場所では本製品の電源を切ってください。
電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因となります。

撮影ライト／簡易ライトをご使用になる場合は、人の目の前、自動車
や原動機付自転車、自転車などの運転者に向けて発光させないでく
ださい。また、撮影ライト／簡易ライト点灯時は発光部を直視しない
ようにしてください。視力低下などの障がいを引き起こす原因とな
ります。特に乳幼児に対して至近距離で撮影しないでください。

ごくまれに、点滅を繰り返す画面を見ていると、一時的に筋肉のけい
れんや意識の喪失などの症状を起こす人がいます。こうした経験の
ある人は、事前に医師とご相談ください。

耳元にスピーカー部を近づけないでください。大音量により耳に障
がいを起こす原因となります。

 注意 必ず下記の注意事項をお読みになってからご使用
ください。

自動車内で使用する場合、まれに車載電子機器に影響を与える場合
があります。安全走行を損なうおそれがありますので、その場合は使
用しないでください。

皮膚に異常を感じたときは直ちに使用を止め、皮膚科専門医へご相
談ください。お客様の体質・体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿疹な
どが生じる場合があります。
本製品で使用している各部品の材質は以下の通りです。

 ■「TORQUE G02」本体

使用場所 使用材料 表面処理
外装ケース（ディスプレイ側） PA樹脂 アクリル系UV硬

化塗装
ウレタン系熱硬化
塗装
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 ■医療機器近くおよび医療機関内でのご使用について

 警告 必ず下記の警告事項をお読みになってからご使用
ください。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器や医用電気機
器の近くで本製品を使用する場合は、電波によりそれらの装置・機器
に影響を与えるおそれがありますので、次のことをお守りください。
1. 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着さ
れている方は、本製品を植込み型心臓ペースメーカーおよび植込
み型除細動器の装着部位から15cm以上離して携行および使用
してください。

2. 身動きが自由に取れない状況など、15cm以上の離隔距離が確保
できないおそれがある場合、付近に植込み型心臓ペースメーカー
および植込み型除細動器を装着している方がいる可能性があり
ますので、事前に本製品の「機内モード」へ切り替える、もしくは
電源を切ってください。

3. 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めてい
る場合は、その医療機関の指示に従ってください。

4. 医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除
細動器以外の医用電気機器を使用される場合（自宅療養など）は、
電波による影響について個別に医療用電気機器メーカーなどに
ご確認ください。

 ■京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）について

 警告 必ず下記の警告事項をお読みになってからご使用
ください。

京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）は防水機能を有して
おりません。水などの液体をかけないでください。また、水やペット
の尿などが直接かかる場所や風呂場など湿気の多い場所での使用、
または濡れた手での使用は絶対にしないでください。発熱・火災・感
電・電子回路のショート、腐食による故障の原因となります。
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 安全上のご注意（必ずお守りください）
 ■ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使
いください。また、お読みになった後は大切に保管してください。

● この「安全上のご注意」には、本製品を使用するお客様や他の人々への危害や
財産への損害を未然に防止するために、守っていただきたい事項を記載して
います。

● お子様がお使いになるときは、保護者の方が「取扱説明書 詳細版」をよくお
読みになり、正しい使いかたをご指導ください。

● 各事項は以下の区分に分けて記載しています。

 ■表示の説明

 危険
この表示は「取り扱いを誤った場合に人が死亡または
重傷（※1）を負う危険が差し迫って生じることが想定
される内容」を示しています。

 警告
この表示は「取り扱いを誤った場合に人が死亡または
重傷（※1）を負うことが想定される内容」を示していま
す。

 注意
この表示は「取り扱いを誤った場合に人が軽傷（※2）を
負うことが想定される内容や物的損害（※3）の発生が
想定される内容」を示しています。

※1 重傷： 失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨折・中毒などで後遺症が残るもの、お
よび治療に入院や長期の通院を要するものを指します。

※2 軽傷： 治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど（高温・低温）・感電などを
指します。

※3 物的損害： 家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を指します。

 ■図記号の説明

禁止（してはいけないこ
と）を示す記号です。

水がかかる場所で使用し
たり、水に濡らしたりして
はいけないことを示す記
号です。

- 10 -

使用場所 使用材料 表面処理
外装ケース（ディスプレイ側底
面）

PC樹脂 アクリル系UV硬
化塗装
ウレタン系熱硬化
塗装

外装ケース（背面側） PC樹脂／ウレタン
樹脂

アクリル系UV硬
化塗装

ディスプレイ 化学強化ガラス 防汚処理
外装ケース（側面側）、電源ボタ
ン、音量上／下ボタン、カメラボ
タン

PC樹脂 ウレタン系熱硬化
塗装

ダイレクトボタン アルミ アルマイト
カメラレンズ、モバイルライト
レンズ、外部接続端子カバー、イ
ヤホンマイク端子カバー、電池
フタ

PC樹脂 ―

カメラレンズ周囲部、Backボタ
ン／Homeボタン／Recentsボ
タン

PC樹脂 アクリル系UV硬
化塗装

飾りネジ（ディスプレイ側）、
ケース嵌合ネジ

SWCH 焼き付け塗装

飾りネジ（背面側） PC樹脂 アクリル系UV硬
化塗装

キャッシュカード・フロッピーディスク・クレジットカード・テレホ
ンカードなどの磁気を帯びたものを近づけたりしないでください。
記録内容が消失される場合があります。

イヤホンマイク端子、外部接続端子、microSDメモリカードスロッ
ト、au Nano IC Card 04スロットに液体、金属体、燃えやすいもの
などの異物を入れないでください。火災・感電・故障・傷害の原因とな
ります。

イヤホンや京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）、ストラッ
プなどを持って、本製品を振りまわさないでください。けがなどの事
故や破損の原因となります。
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 注意 必ず下記の注意事項をお読みになってからご使用
ください。

京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）のプラグにゴミが付
着しないようにご注意ください。故障の原因となります。

京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）のプラグは本体のイ
ヤホンマイク端子に対してまっすぐ抜き差ししてください。

皮膚に異常を感じたときは直ちに使用を止め、皮膚科専門医へご相
談ください。お客様の体質・体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿疹な
どが生じる場合があります。

京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）で使用している各部品の材質は
以下の通りです。

 ■京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）

使用場所 使用材料 表面処理
プラグ部 銅合金 金メッキ処理

（下地Niメッキ）
コード TPO ―
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濡れた手で扱ってはい
けないことを示す記号
です。

必ず実行していただくこ
と（強制）を示す記号です。

分解してはいけないこ
とを示す記号です。

電源プラグをコンセント
から抜いていただく（強
制）内容を示しています。

 ■本体、電池パック、電池フタ、背面カバー、充電用機器、au 
Nano IC Card 04、周辺機器共通

 危険 必ず下記の危険事項をお読みになってからご使用
ください。

必ず指定の周辺機器をご使用ください。指定の周辺機器以外を使用
した場合、発熱・発火・破裂・故障・漏液の原因となります。

高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、こたつの中、直射日光の
当たる場所、炎天下の車内など）で使用、保管、放置しないでくださ
い。発火・破裂・故障・火災・傷害の原因となります。

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に入れないでください。
発火・破裂・故障・火災・傷害の原因となります。

火の中に投入したり、加熱したりしないでください。発火・破裂・火災
の原因となります。

お客様による分解や改造、修理をしないでください。故障・発火・感
電・傷害の原因となります。万一、改造などにより本製品や周辺機器
などに不具合が生じても当社では一切の責任を負いかねます。本製
品の改造は電波法違反になります。
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通常は電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク
端子カバーなどを閉めた状態で使用してください。カバーを閉めず
に使用すると、ほこり・水などが入り故障の原因となります。

テレビ視聴時以外では京セラTVアンテナケーブル03
（03KYHSA）を取り外してください。京セラTVアンテナケーブル
03（03KYHSA）を取り付けたままで通話などをすると顔などにあ
たり思わぬけがの原因となります。

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信音量の設定に注意
してください。心臓に悪影響を及ぼす原因となります。

本体の吸着物にご注意ください。スピーカー部などには磁石を使用
しているため、画鋲やピン・カッターの刃、ホチキス針などの金属が
付着し、思わぬけがをすることがあります。ご使用の際、スピーカー
部などに異物がないかを必ず確かめてください。

砂浜などの上に直に置かないでください。送話口（マイク）、スピー
カーなどに砂などが入り音が小さくなったり、本製品内に砂などが
混入すると発熱や故障の原因となります。

 ■電池パックについて

（本製品の電池パックは、リチウムイオン電池です。）
電池パックはお買い上げ時には、十分充電されていませ
ん。充電してからお使いください。また、長時間ご使用にな
らなかったときは、ご使用前に充電してください。

 危険 必ず下記の危険事項をお読みになってからご使用
ください。

電池パックのプラス（＋）とマイナス（－）をショートさせないでくだ
さい。
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  取り扱い上のお願い
製品の故障を防ぎ、性能を十分に発揮できるようにお守りいただきたい事項で
す。
よくお読みになって、正しくご使用ください。

 ■本体、電池パック、電池フタ、背面カバー、充電用機器、au Nano IC 
Card 04、周辺機器共通
 ● 本製品に無理な力がかからないように使用してください。多くのものが詰
まった荷物の中に入れたり、中で重い物の下になったりしないよう、ご注意
ください。衣類のポケットに入れて座ったりするとディスプレイ、内部基板
などの破損、故障の原因となります。
また、外部機器を外部接続端子やイヤホンマイク端子に差した状態の場合、
コネクタ破損、故障の原因となります。外部に損傷がなくても保証の対象外
となります。
 ● 本製品の防水性能（IPX5、IPX8相当）を発揮するために、電池フタ、背面カ
バー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーをしっかりと取り付
けた状態でご使用ください。
ただし、すべてのご使用状況について保証するものではありません。本製品
内部に水を浸入させたり、電池パックや充電用機器、オプション品に水をか
けたりしないでください。雨の中や水滴がついたままで電池フタ、背面カ
バーの取り付け／取り外し、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カ
バーの開閉は行わないでください。水が浸入して内部が腐食する原因となり
ます。
調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した場合、保証対象外となり
ます。
 ● 極端な高温・低温・多湿の場所では使用しないでください（周囲温度5℃～
35℃、湿度35％～85％の範囲内でご使用ください）。
 - 充電用機器
 - 周辺機器
 ● 極端な高温・低温・多湿の場所では使用しないでください（周囲温度5℃～
35℃、湿度35％～90％の範囲内でご使用ください。ただし、－21℃～
50℃であれば一時的な使用は可能です）。
 - 本製品本体
 - 電池パック・au Nano IC Card 04（本製品本体装着状態）
 ● ほこりや振動の多い場所では使用しないでください。
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 警告 必ず下記の警告事項をお読みになってからご使用
ください。

ガソリンスタンドなど、引火性ガスが発生する場所に立ち入る場合
は、必ず事前に本製品の電源をお切りください。また、充電もしない
でください。ガスに引火するおそれがあります。また、ガソリンスタ
ンド構内などでおサイフケータイ®をご利用になる際は、必ず事前に
電源を切った状態でご使用ください（FeliCaロックを設定されてい
る場合は、ロックを解除したうえで電源をお切りください）。

金属製のアクセサリーなどをご使用になる場合は、充電の際に接続
端子、イヤホンマイク端子、コンセントなどに触れないように十分ご
注意ください。感電・発火・傷害・故障の原因となります。

落下させる、投げつけるなどの強い衝撃を与えないでください。破
裂・発熱・発火・故障の原因となります。

屋外で雷鳴が聞こえたときは使用しないでください。落雷・感電のお
それがあります。

接続端子やイヤホンマイク端子をショートさせないため、指などの
身体の一部や導電性異物（金属片・鉛筆の芯など）が触れたり、それら
の異物が内部に入らないようにしてください。発熱・火災・故障・感
電・やけどの原因となります。

本製品が落下などによって破損し、ディスプレイが割れたり、機器内
部が露出した場合、割れたディスプレイや露出部に手を触れないで
ください。感電したり、破損部でけがをする場合があります。

本製品が濡れている状態で充電を行うと、感電や回路のショート、腐
食が発生し、発熱による火災・故障・やけどの原因となります。
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電池パックを本製品に接続するときは、正しい向きで接続してくだ
さい。誤った向きに接続すると、破裂・火災・発熱の原因となります。
また、うまく接続できないときは無理せず、接続部を十分に確認して
から接続してください。

釘をさしたり、ハンマーで叩いたり、踏み付けたりしないでくださ
い。発火や破損の原因となります。

持ち運ぶ際や保管するときは、金属片（ネックレスやヘアピンなど）
などと接続端子が触れないようにしてください。ショートによる発
熱・発火・火災・漏液・故障の原因となる場合があります。

分解・改造をしたり、直接ハンダ付けをしたりしないでください。電
池内部の液が飛び出し、目に入ったりして失明などの事故や発熱・発
火・破裂・傷害の原因となります。

落としたり、踏み付けたり、破損や液漏れした電池パックを使用しな
いでください。発熱・発火・漏液・故障・傷害の原因となる場合があり
ます。液漏れや異臭がするときは直ちに火気から遠ざけてください。
漏れた液に引火し、発火・破裂の原因となります。

電池パックを水などで濡らさないでください。電池パックが濡れる
と発熱・破裂・発火・故障・傷害の原因となります。誤って水などに落
としたときは、直ちに電源を切り、電池パックを外して、auショップ
もしくは安心ケータイサポートセンターまでご連絡ください。また、
濡れた電池パックは充電をしないでください。

液漏れして皮膚や衣服に付着した場合は、傷害をおこすおそれがあ
りますので直ちに水で洗い流してください。また、目に入った場合は
失明のおそれがありますのでこすらずに水で洗った後直ちに医師の
診断を受けてください。機器に付着した場合は、液に直接触れないで
拭き取ってください。

電池パックは消耗品です。充電しても使用時間が極端に短いなど、機
能が回復しない場合には寿命ですのでご使用をおやめになり、指定
の新しい電池パックをお買い求めください。発熱・発火・破裂・漏液の
原因となります。なお、寿命は使用状態などにより異なります。
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 ● 外部接続端子、イヤホンマイク端子、ワイヤレス充電アンテナ接続端子、充電
接点部をときどき乾いた綿棒などで掃除してください。汚れていると接触不
良の原因となる場合があります。また、このとき強い力を加えてそれぞれの
接続端子を変形させないでください。
 ● お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。乾いた布
などで強く擦ると、ディスプレイに傷が付く場合があります。ディスプレイ
に水滴や汚れなどが付着したまま放置すると、シミになることがあります。
またアルコール、シンナー、ベンジンなどの有機溶剤などで拭くと、外装の印
刷が消えたり、色があせたりすることがあります。
 ● 一般電話・テレビ・ラジオをお使いになっている近くで使用すると影響を与
える場合がありますので、なるべく離れてご使用ください。
 ● 充電中など、ご使用状況によっては本製品が温かくなることがありますが異
常ではありません。
 ● 本製品には、シールなどを貼り付けないでください。音が出なくなる場合や
相手に音声が届かなくなることがあります。
 ● 電池パックは電源を切ってから取り外してください。電源を切らずに電池
パックを取り外すと、保存されたデータが変化・消失するおそれがあります。

 ■本体について
 ● 強く押す、たたくなど故意に強い衝撃をディスプレイに与えないでくださ
い。傷の発生や破損の原因となる場合があります。
 ● ボタンやディスプレイの表面に爪や鋭利な物、硬い物などを強く押し付けな
いでください。傷の発生や破損の原因となります。
タッチパネルは指で軽く触れるように設計されています。指で強く押した
り、先のとがったもの（爪／ボールペン／ピンなど）を押し付けたりしないで
ください。
以下の場合はタッチパネルに触れても動作しないことがあります。また、誤
動作の原因となりますのでご注意ください。
 • 爪の先での操作
 • 異物を操作面に乗せたままでの操作
 • 保護シートやシールなどを貼っての操作
 ● 電池パックを外したところに貼ってあるIMEIの印刷されたシール内に表示
された「技適マーク 」は、お客様が使用されている本製品および通信モ
ジュールが電波法および電気通信事業法に適合したものであることを証明
するものですので、シールをはがさないでください。
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本製品は防水性能を有する機種ですが、万一、水などの液体が電池フ
タから本製品などに入った場合には、ご使用をやめて、auショップ
もしくは安心ケータイサポートセンターまでご相談ください。その
まま使用すると、発熱・発火・火災・感電・故障の原因となります。

自動車・原動機付自転車・自転車運転中や歩きながらの使用はしない
でください。交通事故や転倒・転落事故の原因となります。自動車・原
動機付自転車運転中の携帯電話の使用は法律で禁止されています。
また、自転車運転中の携帯電話の使用も法律などで罰せられる場合
があります。

所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充電をおやめ
ください。漏液・発熱・破裂・発火の原因となります。

乳幼児の手が届く場所には置かないでください。小さな部品などの
誤飲で窒息したり、誤って落下させたりするなど、事故や傷害の原因
となる場合があります。

使用中や充電中に、布団などで覆ったり、包んだりしないでくださ
い。火災・故障・傷害の原因となります。

充電用機器や外部機器などをお使いになるときは、接続する端子に
対してコネクタをまっすぐに抜き差ししてください。正しい方向で
抜き差ししないと、発熱・発火・破損・故障の原因となります。
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ペットが電池パックに噛みつかないようご注意ください。電池パッ
クの漏液・発熱・破裂・発火・火災・傷害などの原因となります。

 ■充電用機器について

 警告 必ず下記の警告事項をお読みになってからご使用
ください。

指定以外の電源電圧では使用しないでください。発火・火災・発熱・感
電などの原因となります。
 • ACアダプタ（別売）：AC100～240V

指定の充電用機器（別売）の電源プラグはコンセントに根元まで確実
に差し込んでください。差し込みが不完全だと、感電・発熱・発火・火
災・傷害の原因となります。指定の充電用機器（別売）が傷んでいると
きや、コンセントの差し込み口がゆるいときは使用しないでくださ
い。

指定の充電用機器（別売）のケーブルを傷つけたり、加工したり、ね
じったり、引っ張ったり、重いものを載せたりしないでください。ま
た、傷んだケーブルは使用しないでください。感電・ショート・火災・
傷害の原因となります。

雷が鳴り出したら指定の充電用機器（別売）に触れないようにしてく
ださい。落雷による感電などの原因となります。

お手入れをするときは、指定の充電用機器（別売）の電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。抜かないでお手入れをすると、感電や
回路のショートの原因となります。

電源プラグについたほこりは、拭き取ってください。火災、やけど、感
電の原因となります。

長時間使用しない場合は指定の充電用機器（別売）の電源プラグをコ
ンセントから抜いておいてください。火災・故障の原因となります。
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 ● 改造されたau電話は絶対に使用しないでください。改造された機器を使用し
た場合は電波法に抵触します。
本製品は電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明などを受けてお
り、その証として、「技適マーク 」が本製品本体の銘板シールに表示されて
おります。
本製品本体を分解して内部の改造を行った場合、技術基準適合証明などが無
効となります。技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、電
波法に抵触しますので、絶対に使用されないようにお願いいたします。
 ● 磁気カードやスピーカー、テレビなど磁力を有する機器を本製品に近づける
と故障の原因となる場合がありますのでご注意ください。
強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。
 ● ポケットやかばんなどに収納するときは、ディスプレイが金属などの硬い部
材に当たらないようにしてください。傷の発生や破損の原因となります。ま
た金属などの硬い部材がディスプレイに触れるストラップは、傷の発生や破
損の原因となる場合がありますのでご注意ください。
 ● 寒い場所から急に暖かい場所に移動させた場合や、湿度の高い場所、エアコ
ンの吹き出し口の近くなど温度が急激に変化するような場所で使用された
場合、本製品内部に水滴が付くことがあります（結露といいます）。このよう
な条件下でのご使用は湿気による腐食や故障の原因となりますのでご注意
ください。
 ● カメラのレンズやディスプレイの内側が温度や湿度などの使用環境によっ
てくもる（結露する）ことがあります。本製品の故障や不具合ではありませ
ん。
 ● カメラのレンズやディスプレイの内側が結露しやすい環境について
以下のような温度の変化が大きい環境、または湿度が高い環境では、レンズ
やディスプレイの内側がくもる（結露する）場合があります。
 • 気温の高い陸上から急に水温の低い水中に持ち込む
 • 寒い場所から屋内などの温かい場所に持ち込む
 • 湿度が高い環境で電池フタなどを開閉する
 ●  くもりを取る方法
 • 高温・多湿、砂やほこりの多い場所を避け、周囲の温度が一定の場所で電源
を切ってからカバー類を開ける（背面カバーと電池フタを開け、電池を取
り外し、電池フタを開けた状態で放置し、周囲の温度になじませるとくも
りが取れます）。なお、手や本製品が濡れている状態では電池フタを開けな
いでください。

 ● ディスプレイを拭くときは柔らかい布で乾拭きしてください。濡らした布や
ガラスクリーナーなどを使うと故障の原因となります。
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 ● 外部接続端子やイヤホンマイク端子に外部機器を接続するときは、接続端子
に対して外部機器のコネクタやプラグがまっすぐになるように抜き差しし
てください。
 ● 外部接続端子やイヤホンマイク端子に外部機器を接続した状態で無理な力
を加えると破損の原因となりますのでご注意ください。
 ● microSDメモリカードの取り付け・取り外しの際に、必要以上の力を入れな
いでください。手や指を傷付ける場合があります。
 ● microSDメモリカードのデータ書き込み中や読み出し中に、振動や衝撃を
与えたり、電池パックを取り外したり、電源を切ったりしないでください。
データの消失・故障の原因となります。
 ● 電池フタ裏側のワイヤレス充電アンテナ部をはがさないでください。ワイヤ
レス充電アンテナ部をはがすと、ワイヤレス充電ができなくなります。
 ● センサーを指でふさいだり、センサーの上にシールなどを貼ると、周囲の状
況にセンサーが反応できずに、正しく動作しない場合がありますのでご注意
ください。
 ● 近接センサーの上にシールなどを貼ると、センサーが誤動作し着信中や通話
中にディスプレイの表示が常に消え、操作が行えなくなる場合がありますの
でご注意ください。

 ■タッチパネルについて
 ● タッチ操作は指で行ってください。ボールペンや鉛筆など先が鋭いもので操
作しないでください。正しく動作しないだけでなく、ディスプレイへの傷の
発生や、破損の原因となる場合があります。
 ● ディスプレイにシールやシート類（市販の保護フィルムや覗き見防止シート
など）を貼ると、タッチパネルが正しく動作しない原因となる場合がありま
す。
 ● ディスプレイ表面が汚れていると、誤動作の原因となります。その場合は柔
らかい布でディスプレイ表面を乾拭きしてください。
 ● ポケットやかばんなどに入れて持ち運ぶ際は、タッチパネルに金属などの伝
導性物質が近づいた場合、タッチパネルが誤動作する場合がありますのでご
注意ください。
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 ● 手袋を装着した状態でのタッチ操作が可能ですが、手袋の厚み・素材によっ
てはタッチ操作がしづらい場合があります。
 • 手袋に水滴が付着している状態でタッチ操作ができない場合は、水滴を拭
き取ってください。
 • 素手でタッチ操作した後に手袋を装着してタッチ操作ができない場合は、
本製品を一度スリープモードに移行してから、スリープモードを解除して
ください。
 • 指先がフィットしていない手袋でのタッチ操作ができない場合は、指の腹
をディスプレイに当てるように操作してください。

 ■電池パックについて
 ● 夏期、閉めきった（自動車）車内に放置するなど、極端な高温や低温環境では
電池パックの容量が低下し、ご利用できる時間が短くなります。また、電池
パックの寿命も短くなります。できるだけ、常温でお使いください。
 ● 長時間使用しない場合は、本体から背面カバー、電池フタを外して電池パッ
クを外し、高温多湿を避けて保管してください。
 ● 電池パックは、ご使用条件により寿命が近づくにつれて膨れる場合がありま
す。これはリチウムイオン電池の特性であり、安全上の問題はありません。

 ■ワイヤレス充電について
 ● 充電完了時にワイヤレス充電台のチャージインフォメーションが点灯した
ままになりますが、異常ではありません。
 ● 満充電付近において、充電完了前に充電が停止する場合があります。
 ● 充電完了前に充電が停止した場合は、充電をすぐに再開しない場合がありま
す。
 ● Qi規格対応製品によっては、充電開始・停止を繰り返す場合があります。指定
のau製品で充電してください。
 ● 一定以上の温度となると、充電機能が停止したり、充電時間が長くなったり
する場合がありますが、異常ではありません。温度が低下するまでお待ちく
ださい。
 ● 安定した水平な場所に、ワイヤレス充電台を置いて充電してください。
 ● ワイヤレス充電時は、本体のバイブレータ機能をオフにしてください。本体
が振動により動き、充電が完了できなかったり、落下したりするおそれがあ
ります。
 ● 充電する場合は、本製品に装着しているケース、カバー、フィルム、シールな
どは取り外してください。
 ● 充電台や本体が濡れていないか確認してください。
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 ● 本体に別売のACアダプタやmicroUSBケーブルを接続している状態でワイ
ヤレス充電をしないでください。
 ● 充電するau製品以外のワイヤレス充電機器同士を30cm以上近づけないでく
ださい。充電するau製品を正しく検出できず、充電できない場合があります。
 ● テレビやラジオなどに雑音が入る場合は、テレビやラジオなどからなるべく
離れた場所でご使用ください。
 ● Qi規格対応製品によっては、充電中に着信しない場合があります。指定のau
製品で充電してください。
 ● Qi規格対応製品によっては、おサイフケータイ®機能との相互干渉により充
電開始できない場合があります。指定のau製品で充電してください。
 ● ワイヤレス充電時に本体のアプリケーションなどが動作すると、充電完了し
ない場合があります。
 ● ワイヤレス充電台に置かれている間は、本体が温かくなる場合があります
が、異常ではありません。
 ● ワイヤレス充電台で充電中、通信品質などの受信状態が悪くなることがあり
ます。
 ● 充電時は、ワイヤレス充電台と本体を動かさないでください。
 ● 充電完了後でも、本体を長時間放置している場合は、電池残量が減少してい
る場合があります。

 ■au Nano IC Card 04について
 ● au Nano IC Card 04の取り外し、および挿入時には、必要以上に力を入れ
ないようにしてください。ご使用になるau電話への挿入には必要以上の負荷
がかからないようにしてください。
 ● 他のICカードリーダー／ライターなどに、au Nano IC Card 04を挿入して
故障した場合は、お客様の責任となりますのでご注意ください。
 ● au Nano IC Card 04のIC（金属）部分はいつもきれいな状態でご使用くだ
さい。お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）などで拭いてくださ
い。
 ● au Nano IC Card 04にシールなどを貼らないでください。

 ■カメラ機能について
 ● カメラ機能をご使用の際は、一般的なモラルをお守りのうえご使用くださ
い。
 ● 大切な撮影（結婚式など）をするときは、試し撮りをし、画像を再生して正し
く撮影されていることをご確認ください。
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 ● 販売されている書籍や、撮影の許可されていない情報の記録には使用しない
でください。
 ● 低温下ではカメラが起動しない等、性能を発揮できない場合があります。

 ■著作権・肖像権について
 ● お客様が本製品で撮影・録音したデータやインターネット上からダウンロー
ドなどで取得したデータの全部または一部が、第三者の有する著作権で保護
されている場合、個人で楽しむなどの他は、著作権法により、権利者に無断で
複製、頒布、公衆送信、改変などはできません。
また、他人の肖像や氏名を無断で使用・改変などをすると肖像権の侵害とな
るおそれがありますので、そのようなご利用もお控えください。
なお、実演や興行、展示物などでは、個人で楽しむなどの目的であっても、撮
影・録音を制限している場合がありますのでご注意ください。
 ● 撮影した静止画などをインターネットホームページなどで公開する場合は、
著作権や肖像権に十分ご注意ください。

 ■本製品の記録内容の控え作成のお願い
 ● ご自分で本製品に登録された内容や、外部から本製品に取り込んだ内容で、
重要なものは控えをお取りください。本製品のメモリは、静電気・故障などの
不測の要因や、修理・誤った操作などにより、記録内容が消えたり変化する場
合があります。

ご利用いただく各種暗証番号について
本製品をご使用いただく場合に、各種の暗証番号をご利用いただきます。
ご利用いただく暗証番号は次の通りとなります。設定された各種の暗証番号は各
種操作・ご契約に必要となりますので、お忘れにならないようご注意ください。
なお、初期値は必ずお客様の独自の番号に変更のうえお使いください。

 ■  暗証番号

使用例 ① お留守番サービス、着信転送サービスを一般電話から遠隔操作
する場合

② お客さまセンター音声応答、auホームページでの各種照会・申
込・変更をする場合

初期値 申込書にお客様が記入した任意の4桁の番号
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 ■スタート画面のセキュリティの設定

使用例 セキュリティの解除をする場合
初期値 スライド

 ■PINコード

使用例 第三者によるau Nano IC Card 04の無断使用を防ぐ場合
初期値 1234

なお、初期値は必ずお客様の独自の番号に変更のうえお使いください。

 ■ロックNo.（「NFC／おサイフケータイロック」）

使用例 「NFC／おサイフケータイロック」を利用する場合
初期値 1234

なお、初期値は必ずお客様の独自の番号に変更のうえお使いください。

 PINコードについて
 ■PINコード

第三者によるau Nano IC Card 04の無断使用を防ぐために、電源を入れるた
びにPINコードの入力を必要にすることができます。また、PINコードの入力要
否を設定する場合にも入力が必要となります。
PINコードは3回連続で間違えるとコードがロックされます。ロックされた場
合は、PINロック解除コードを利用して解除できます。
 • お買い上げ時のPINコードは「1234」、入力要否は「入力不要」に設定されて
いますが、お客様の必要に応じてPINコードは4～8桁のお好きな番号、入力
要否は「入力必要」に変更できます。
「入力必要」で使用する場合、必ずお客様独自の番号に変更のうえご使用くだ
さい。

 ■  PINロック解除コード
PINコードがロックされた場合に入力することでロックを解除できます。
 • PINロック解除コードは、au Nano IC Card 04が取り付けられていたプラ
スティックカード裏面に印字されている8桁の番号で、お買い上げ時にはすで
に決められています。

１． 本書にお買い上げ年月日、販売店名が記載され
ているかどうかお確かめください。万一記載のな
い場合及びお客様名、IMEI の記入がない場合、
内容が書き換えられた場合は、有償修理となりま
す。

２． 保証期間内に、取扱説明書などの注意書きに従
った正常な使用状態で機器が故障した場合に
は、無償修理をさせていただきます。

　　
３． 保証期間内でも、以下の場合には有償修理となり
ます（または、修理ができない場合があります）。
① 取扱説明書に従った正しい使用がなされなかっ
た場合。

② 不当な修理や改造による故障や損傷の場合。

④ 使用上、取り扱い上の過失または事故による故
障や損傷の場合。また、落下、水濡れ、湿気
などの痕跡がある場合。

⑤地震、風水害などの天災及び火災、塩害、異
常電圧などによる故障や損傷。

⑥ 本書の提示がない場合。

４． 機器の損傷状況によっては、修理を承れない場
合もあります。

６． 本製品を指定外の機器と接続して使用した場合、
万一発生した事故については、責任を負いかねま
す。

７． 出張による修理対応はお受けできません。

８． 本書は日本国内においてのみ有効です。
　　（This warranty is valid only in Japan.）

９． 本書は再発行しませんので、大切に保管してくだ
さい。

《無償修理規定》

修理メモ

年月日 修理内容 修理店・担当

③当社などが指定する正規の修理拠点以外で修
理された場合。

５． 本書記載の機器が故障したことにより、発生した
損害・損失については負担いたしません。

＜切り取り線＞

見本
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 • 手や本製品が濡れている状態での電池フタ、背面カバー、外部接続端子カ
バー、イヤホンマイク端子カバーの開閉は絶対にしないでください。なお、
お手入れ（▶P. 34）を実施する場合は、電池フタ以外の開閉は可能です。
 • イヤホンを挿したまま水に浸けないでください。

背面カバー

イヤホンマイク端子カバー外部接続端子カバー

外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーの閉じかた
カバーのヒンジを収納してから①カバー全体を指の腹で押し込んでください。②矢
印の方向になぞり、カバーが浮いていることのないように確実に閉じてください。

②①
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2 背面カバー（電池フタは外さないでください）、外部接続端子カ
バー、イヤホンマイク端子カバーを開けて、以下の箇所（ ）を
重点的に洗い流します。
背面カバーも行ってください。

※電池フタは外さないで
   ください。
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電池フタの取り付けかた
電池フタのツメを本体の凹部に入れてから、電池フタを閉じてください。
電池フタ全体に浮きがないように注意しながら、①から②の方向へ矢印に沿っ
てなぞりながら押し、最後にロックノブを「LOCK」方向へスライドしてくださ
い。
※ 背面カバーが閉まらなくなるため、電池フタを閉じたあとは必ずロックノブを
「LOCK」方向へスライドさせて、しっかりとロックしてください。

②

①

電池フタ

背面カバーの取り付けかた
背面カバーを本体に合わせて装着してから、背面カバー全体に浮きがないよう
に注意しながら①から⑤の順に各場所を指でしっかりと押して取り付けてくだ
さい。

①
①

②

②
③

③
④

④
⑤
⑤

● 石けん、洗剤、入浴剤の入った水には浸けないでください。
● 水温5℃～35℃の範囲内でご使用ください。温泉では使用しないでくださ
い。

● 水以外の液体（アルコールなど）に浸けないでください。
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3 洗面器に真水を5cmほど張り、そのままの状態で本体を軽く2
分程度揺すり洗いします。
背面カバーも行ってください。
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● 砂浜などの上に直に置かないでください。送話口（マイク）、スピーカーなど
に砂などが入り音が小さくなったり、本製品内に砂などが混入すると発熱や
故障の原因となります。

● 直射日光のあたる砂浜等、高温になる場所に放置しないでください。
● お風呂、台所など、湿気の多い場所には長時間放置しないでください。

温泉 砂・泥石けん・洗剤・入浴剤

快適にお使いいただくために
● 水濡れ後は本製品の隙間に水がたまっている場合があります。よく振って水
を抜いてください。特に電池フタ、背面カバー、送話口（マイク）、スピーカー
の水を抜いてください。

● 水抜き後も、水分が残っている場合があります。ご使用にはさしつかえあり
ませんが、濡れては困るもののそばには置かないでください。また、服やかば
んの中などを濡らすおそれがありますのでご注意ください。

● 送話口（マイク）に水がたまり、一時的に音が聞こえにくくなった場合は水抜
きを行ってください。

 ■利用シーン別注意事項
＜雨の中＞
雨の中、傘をささずに濡れた手で持って通話できます（1時間の雨量が
101.6mm、風速17.8m/s、30分間）。
 • 雨がかかっている最中、または手が濡れている状態での電池フタ、背面カ
バー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーの開閉は絶対にしない
でください。
＜シャワー＞
シャワーを浴びた濡れた手で持って通話できます。
 • 高い水圧が直接かかるようなご使用はしないでください。
＜洗う＞
やや弱めの水流（6リットル／分以下）で蛇口やシャワーより約10cm離れた位
置で常温（5℃～35℃）の水道水で洗えます。
 • 高い水圧を直接かけたり、長時間水中に沈めたりしないでください。
 • ブラシやスポンジなどは使用せず手で洗ってください。
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4 柔らかい布で拭き取り、各端子カバーを押さえながら軽く叩
き、水分を抜き取ってください。また、スピーカー部やセンサー
部も同様にして軽く叩き、水分を抜き取ってください。
センサー部に水分が付着していると、気圧センサーが正常に動作しない場
合があります。

5 「水に濡れたときの水抜きについて」（▶P. 38）を参照し、水抜
きをしてください。

6 十分に乾燥して、コネクタ部に水滴が残っていないことを確認
し、各端子カバー、背面カバーを閉じてください。
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 • 洗濯機や超音波洗浄機などで洗わないでください。
 • 石けん、洗剤などの水道水以外のものをかけたり浸けたりしないでください。
＜お風呂＞
お風呂で使用できます。
 • 濡れた手で通話できますが、湯船には浸けないでください。
 • お風呂場での長時間のご使用はおやめください。
 • 温泉や石けん、洗剤、入浴剤の入った水には浸けないでください。また、水中で
使用しないでください。故障の原因となります。
 • 急激な温度変化は、結露の原因となります。寒い場所から暖かいお風呂場など
に本製品を持ち込むときは、本製品が常温になってから持ち込んでください。
 • ディスプレイの内側に結露が発生した場合、結露が取れるまで常温で放置し
てください（▶P. 20「本体について（くもりを取る方法）」）。
 • 高温のお湯をかけないでください。また、サウナでは使用しないでください。
 • 京セラTVアンテナケーブル03（03KYHSA）をお風呂場へ持ち込まないで
ください。
＜キッチン＞
キッチンなど水を使う場所でも使用できます。
 • 石けん、洗剤、調味料、ジュースなど水道水以外のものをかけたり浸けたりし
ないでください。
 • 熱湯に浸けたり、かけたりしないでください。
 • コンロのそばや冷蔵庫の中など、極端に高温・低温になる場所に置かないでく
ださい。
＜海水＞
 • 海水で使用前に次の内容を確認してください。
※ 外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバー、電池フタをしっかり閉
じてください。完全に閉まっていることで防水性能が発揮されます。

※ 接触面に微細なゴミ（髪の毛1本など）がわずかでも挟まると浸水の原因と
なります。

※ 電池フタがロックノブでロックされていることを確認してください。
 • 海水で使用中、使用後は次の内容を確認してください。
※ 手や本製品が海水に濡れている状態での外部接続端子カバー、イヤホンマ
イク端子カバー、背面カバー、電池フタの開閉は絶対にしないでください。

※ また、イヤホンマイク端子に水が入った状態でイヤホンを挿しこまないで
ください。

※ 電池フタを開くとき、内側に水滴が入り込まないようにゆっくり開けてく
ださい。電池フタの内側表面に水滴が付いた場合は、必ず拭きとってから
ご使用ください。
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 ◎ 外部接続端子カバー／イヤホンマイク端子カバー／背面カバーは風通し
の良い日陰で十分乾燥させてから、水滴が残っていないことを確認して閉
めてください。また充電を行う際には完全に乾いてから行ってください。

 ■  水に濡れたときの水抜きについて
本製品を水に濡らした場合、非耐水エリアがありますので、そのまま使用すると
衣服やかばんなどを濡らす場合や音が聞こえにくくなる場合があります。
次の手順で水抜きを行ってください。

1 本製品表面の水分を繊維くずの出ない乾いた清潔な布などで
よく拭き取ってください。
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 • 水深1.5m以内の場所で使用してください。また、連続して水中で30分を超え
て使用しないでください。本製品は水中で沈みます。使用する際はストラップ
などを利用して、水中に落とさないように注意してください。
 • 水中で本製品に衝撃を与えないでください。本製品を持って水中に飛び込ん
だり、急流や滝などの激しい水圧をかけたりしないでください。本製品に高い
水圧が直接かかるようなご使用はしないでください。
 • 洗浄方法は「お手入れのしかた」（▶P. 34）を参照して行ってください。
※ 海水で使用後または浸かった場合は必ず洗浄を行い、充電を行う際には完
全に乾いてから行ってください。

＜海辺＞
 • 日焼け止めやサンオイルが付着すると、端末の表面の変色や故障の原因とな
ることがあります。付着した場合は、速やかに洗い流してください。

 ■共通注意事項
外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーについて
外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーはしっかりと閉じ、電池フタ、
背面カバーは完全に装着した状態にしてください。接触面に微細なゴミ（髪の毛
1本など）がわずかでも挟まると水や粉塵が侵入する原因となります。
電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーを開閉
する際は手袋などをしたまま操作しないでください。接触面は微細なゴミ（髪の
毛1本など）がわずかでも挟まると浸水の原因となります。カバーを閉じる際、
わずかでも水滴・汚れなどが付着している場合は、乾いた清潔な布で拭き取って
ください。
電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーに劣化・
破損があるときは、防水／防塵性能を維持できません。これらのときは、お近く
のauショップまでご連絡ください。
水以外が付着した場合
万一、洗剤、アルコールなどの薬品類が付着してしまった場合、すぐに水で洗い
流してください。
やや弱めの水流（6リットル／分以下）で蛇口やシャワーより約10cm離れた位
置で常温（5℃～35℃）の水道水で洗えます。
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2 振りかたについて
① 本製品をしっかり持ち、水が出なくなるまで本製品を矢印方向に振りま
す。
※ 振る際は周りに危険がないことを確認してください。
※ 本製品が飛び出さないように、しっかりと持ち水抜きをしてください。

イヤホンマイク端子部側：
各20回以上

スピーカー側・送話口（マイク）側：
各20回以上

② 出てきた水分を拭き取ります。
※ 送話口（マイク）、スピーカー、外部接続端子部、イヤホンマイク端子部や各ボ
タンは特に水が抜けにくいため、押し付けるように各部分を下側にして拭き
取ってください。

③ 乾いたタオルや布の上に置き、常温でしばらく放置します。
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水に濡れた後は
水濡れ後は水抜きをし、本体、電池フタ、背面カバーとも乾いた清潔な布で水を
拭き取ってください。また、熱風（ドライヤーなど）は使用しないでください。
寒冷地では本製品に水滴が付着していると、凍結することがあります。凍結した
ままで使用すると故障の原因となります。水滴が付着したまま放置しないでく
ださい（本製品は、結露に関しては特別な対策を実施しておりません）。
ゴムパッキンについて
電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバー周囲の
ゴムパッキンは、防水／防塵性能を維持するため大切な役割をしています。傷付
けたり、はがしたりしないでください。
電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーを閉め
る際はゴムパッキンを噛み込まないようご注意ください。噛み込んだまま無理
に閉めようとすると、ゴムパッキンが傷付き、防水／防塵性能が維持できなくな
る場合があります。接触面に微細なゴミ（髪の毛1本など）がわずかでも挟まる
と水や粉塵が侵入する原因となります。
洗剤、アルコールなどの薬品類が付着した場合は耐久性能を維持できなくなる
場合があります。
電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーの隙間
に、先のとがったものを差し込まないでください。本製品が破損・変形したり、ゴ
ムパッキンが傷付くおそれがあり、水や粉塵が侵入する原因となります。
防水／防塵性能を維持するための部品は、異常の有無にかかわらず1年ごとに
交換することをおすすめします。部品の交換については、お近くのauショップ
までご連絡ください。
衝撃について
投げつけたり、無理な落としかたをするなど、故意に極度な衝撃を与えた場合は
壊れる可能性がありますのでご注意ください。また本製品の性能に異常がなく
ても落下衝撃にて傷などが発生します。
また、送話口（マイク）、スピーカーなどを綿棒やとがったものでつつかないでく
ださい。本製品が破損・変形するおそれがあり、浸水の原因となります。
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3 繊維くずの出ない乾いた清潔な布などに本製品を軽く押し当
て、送話口（マイク）・スピーカーなどの隙間に入った水分を拭
き取ってください。

4 本製品から出た水分を十分に取り除いてから常温で1時間以上
放置して乾燥させてください。

上記手順を行った後でも、本製品に水分が残っている場合があります。濡れて困
るもののそばには置かないでください。
また、衣服やかばんなどを濡らしてしまうおそれがありますのでご注意ください。

 ■充電のときは
オプション品は防水／防塵性能を有しておりません。充電時、および充電後には
次の点をご確認ください。
 • 本製品が濡れている状態では絶対に充電しないでください。感電や電子回路
のショートなどによる火災・故障・やけどの原因となります。
 • 本製品が濡れていないかご確認ください。水に濡れた後に充電する場合は、よ
く水抜きをして乾いた清潔な布などで拭き取ってから、外部接続端子カバー
を開いたりしてください。
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 ■  お手入れのしかた
海水や砂、泥、ほこりなどの異物が本製品に付着するような場所で使用したと
き、そのまま使用すると故障の原因となる場合がありますので、次の方法でお手
入れを実施してください。

1 電源を切り、背面カバーを付けたまま、弱めの水流（6リット
ル／分以下）で以下の箇所（ ）を洗い流します。
ゴムパッキン部に砂や海水が残っていると防水性を損なうおそれがあり
ます。ボタン類についても押しながら洗い流してください。
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 • 外部接続端子カバーを開いて充電した場合には、充電後はしっかりとカバー
を閉じてください。外部接続端子カバーからの浸水を防ぐため、別売のワイヤ
レス充電台を使用して充電することをおすすめします。
 • 濡れた手で指定の充電用機器（別売）に触れないでください。感電の原因とな
ります。
 • 指定の充電用機器（別売）は、水のかからない状態で使用し、お風呂場、シャ
ワー室、台所、洗面所などの水回りでは使用しないでください。火災・感電・故
障・傷害の原因となります。また、充電しないときでも、お風呂場などに持ち込
まないでください。火災・感電・故障・傷害の原因となります。

  Bluetooth®／無線LAN（ Wi-Fi®）機能につ
いて

 • 本製品のBluetooth®機能は日本国内規格、FCC規格およびEC指令に準拠
し、認定を取得しています。
 • 本製品の無線LAN（Wi-Fi®）機能は日本国内規格、FCC規格およびEC指令に
準拠し、認定を取得しています。
 • 無線LAN（Wi-Fi®）やBluetooth®機器が使用する2.4GHz帯は、さまざまな
機器が運用されています。場合によっては他の機器の影響によって通信速度
や通信距離が低下することや、通信が切断することがあります。
 • 電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びているところや電磁波が発生してい
るところで使用しないでください。
 • 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、通信ができなくな
ることがあります（特に電子レンジ使用時には影響を受けることがありま
す）。
 • テレビ、ラジオなどの近くで使用すると受信障害の原因となったり、テレビ画
面が乱れることがあります。
 • 近くに複数の無線LAN（Wi-Fi®）アクセスポイントが存在し、同じチャンネル
を使用していると、正しく検索できない場合があります。
 • 航空機内での使用については制限があるため、各航空会社の指示に従ってく
ださい。
 • 通信機器間の距離や障害物、接続する機器により、通信速度や通信できる距離
は異なります。
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2.4GHz帯ご使用上の注意
本製品のBluetooth®機能／無線LAN（Wi-Fi®）機能は2.4GHz帯を使用しま
す。この周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業・科学・医療用機器のほ
か、ほかの同種無線局、工場の製造ラインなどで使用される免許を要する移動体
識別用構内無線局、免許を要しない特定の小電力無線局、アマチュア無線局など
（以下「ほかの無線局」と略す）が運用されています。
1. 本製品を使用する前に、近くで「ほかの無線局」が運用されていないことを確
認してください。 

2. 万一、本製品と「ほかの無線局」との間に電波干渉の事例が発生した場合には、
すみやかに本製品の使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発
射を停止）してください。

3. ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は、auショップもしくはお客
さまセンターまでご連絡ください。
 • 本製品はすべてのBluetooth®・無線LAN（Wi-Fi®）対応機器との接続動作を
確認したものではありません。したがって、すべてのBluetooth®・無線LAN
（Wi-Fi®）対応機器との動作を保証するものではありません。
 • 無線通信時のセキュリティとして、Bluetooth®・無線LAN（Wi-Fi®）の標準仕
様に準拠したセキュリティ機能に対応しておりますが、使用環境および設定
内容によってはセキュリティが十分でない場合が考えられます。
Bluetooth®・無線LAN（Wi-Fi®）によるデータ通信を行う際はご注意くださ
い。
 • 無線LAN（Wi-Fi®）は、電波を利用して情報のやりとりを行うため、電波の届
く範囲であれば自由にLAN接続できる利点があります。その反面、セキュリ
ティの設定を行っていないときは、悪意ある第三者により不正に侵入される
などの行為をされてしまう可能性があります。お客様の判断と責任において、
セキュリティの設定を行い、使用することを推奨します。
 • Bluetooth®・無線LAN（Wi-Fi®）通信時に発生したデータおよび情報の漏洩
につきましては、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承くださ
い。
 • Bluetooth®と無線LAN（Wi-Fi®）は同じ無線周波数帯を使用するため、同時
に使用すると電波が干渉し合い、通信速度の低下やネットワークが切断され
る場合があります。接続に支障がある場合は、今お使いのBluetooth®、無線
LAN（Wi-Fi®）のいずれかの使用を中止してください。
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Microsoft®、Microsoft® Excel®、Microsoft® PowerPoint®、Windows 
Media®、Exchange®は、米国およびその他の国における米国Microsoft 
Corporationの登録商標または商標です。
Microsoft® Word、Microsoft® Officeは、米国Microsoft Corporationの商
品名称です。

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

microSD、microSDHC、microSDXCロゴはSD-3C, LLCの商標です。

Bluetooth®ワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録
商標であり、京セラ株式会社は、これら商標を使用する許可を受けています。

WiMAXは、WiMAXフォーラムの商標です。

Wi-Fi®、WPA®、Wi-Fi CERTIFIED ロゴ、Wi-Fi Protected Setup ロゴは
Wi-Fi Allianceの登録商標です。
Wi-Fi CERTIFIED™、Wi-Fi Protected SetupはWi-Fi Allianceの商標です。

「Qi（チー）」及びqiシンボルはワイヤレスパワーコンソーシアム（WPC）の商標
です。

FeliCaはソニー株式会社が開発した非接触ICカードの技術方式です。
FeliCaはソニー株式会社の登録商標です。
fは、フェリカネットワークス株式会社の登録商標です。

FacebookおよびFacebookロゴはFacebook, Inc.の商標または登録商標で
す。

Twitter、TwitterロゴはTwitter, Inc. の商標または登録商標です。

LINEは、LINE株式会社の商標または登録商標です。

Terminal Eleven、Terminal Elevenロゴ及びSkyView®は、Terminal 
Eleven LLC.の米国における登録商標です。 

文字変換は、オムロンソフトウェア株式会社のiWnnIMEを使用しています。
iWnn IME©OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2009-2015 All Rights 
Reserved.
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本製品のBluetooth®機能および無線LAN（Wi-Fi®）機能は、2.4GHz帯の周波
数を使用します。
 • Bluetooth®機能：2.4FH1/XX1

2.4FH1/XX1

本製品は2.4GHz帯を使用します。変調方式としてFH‒SS変調方式等を採用
し、与干渉距離は約10m以下です。
移動体識別装置の帯域を回避することはできません。
 • 無線LAN（Wi-Fi®）機能：2.4DS4/OF4

本製品は2.4GHz帯を使用します。変調方式としてDS‒SS方式およびOFDM
方式を採用しています。与干渉距離は約40m以下です。
全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味します。
利用可能なチャンネルは、国により異なります。
航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。

5GHz帯ご使用上の注意
本製品の無線LAN（Wi-Fi®）機能は5GHz帯を使用します。電波法により
5.2GHz帯および5.3GHz帯の屋外利用は禁止されております。
本製品が使用するチャンネルは以下の通りです。
W52（5.2GHz帯／36, 38, 40, 42, 44, 46, 48ch）
W53（5.3GHz帯／52, 54, 56, 58, 60, 62, 64ch）
W56（5.6GHz帯／100, 102, 104, 106, 108, 110, 112, 116, 118, 
120, 122, 124, 126, 128, 132, 134, 136, 140ch）
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THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE MPEG-4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND 
NON-COMMERCIAL USE OF A CONSUMER FOR (i) ENCODING 
VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE MPEG-4 VISUAL STANDARD 
("MPEG-4 VIDEO") AND/OR (ii) DECODING MPEG-4 VIDEO THAT 
WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND 
NONCOMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A 
VIDEO PROVIDER LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE MPEG-4 
VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY 
OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING THAT 
RELATING TO PROMOTIONAL, INTERNAL AND COMMERCIAL 
USES AND LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA, LLC. 
SEE （HTTP://WWW.MPEGLA.COM.）

⑴ ACCESS、ACCESSロゴ、NetFrontは、株式会社ACCESSの日本国、米国
その他の国・地域における商標または登録商標です。

⑵ 本製品の一部分に、Independent JPEG Groupが開発したモジュールが含
まれています。

「インテリジェントWi-Fi」「スマートソニックレシーバー」「デイリーステップ」
「TORQUE（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。

本製品には、絵文字画像として株式会社NTTドコモから利用許諾を受けた絵文
字が含まれています。

書体切り替えには、株式会社リムコーポレーションの「もじチェン」を使用して
います。「もじチェン」は株式会社リムコーポレーションの登録商標です。
本製品には、株式会社リムコーポレーションの書体を搭載しています。
本製品には、株式会社モリサワの書体を搭載しています。

静止画手ブレ補正機能には株式会社モルフォの「PhotoSolid」を採用しており
ます。「PhotoSolid」は株式会社モルフォの登録商標です。
動画手ブレ補正機能には株式会社モルフォの「MovieSolid」を採用しておりま
す。「MovieSolid」は株式会社モルフォの登録商標です。
画質調整エフェクト技術アプリケーションにはMorpho Filter Engineを採用
しています。Morpho Filter Engineは株式会社モルフォの商標です。
画像エフェクト技術には株式会社モルフォの「Morpho Rapid Effect」を採用
しております。「Morpho Rapid Effect」 は株式会社モルフォの登録商標です。
画像エフェクト技術には株式会社モルフォの「Morpho Effect Library」を採用
しております。「Morpho Effect Library」 は株式会社モルフォの商標です。
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  パケット通信料についてのご注意
 • 本製品は常時インターネットに接続される仕様であるため、アプリなどによ
り自動的にパケット通信が行われる場合があります。このため、ご利用の際は
パケット通信料が高額になる場合がありますので、パケット通信料定額／割
引サービスへのご加入をおすすめします。
 • 本製品でのホームページ閲覧や、アプリなどのダウンロード、アプリによる通
信、Eメールの送受信、各種設定を行う場合に発生する通信はインターネット
経由での接続となり、パケット通信は有料となります。
※ 無線LAN（Wi-Fi®）の場合はパケット通信料はかかりません。

 アプリケーションについて
 • アプリのインストールは安全であることを確認のうえ、自己責任において実
施してください。アプリによっては、ウイルスへの感染や各種データの破壊、
お客様の位置情報や利用履歴、携帯電話内に保存されている個人情報などが
インターネットを通じて外部に送信される可能性があります。
 • 万一、お客様がインストールを行ったアプリなどにより不具合が生じた場合、
当社では責任を負いかねます。この場合、保証期間内であっても有償修理とな
る場合がありますので、あらかじめご了承ください。
 • お客様がインストールを行ったアプリなどによりお客様ご自身または第三者
への不利益が生じた場合、当社では責任を負いかねます。
 • アプリによっては、microSDメモリカードをセットしていないとご利用でき
ない場合があります。
 • アプリの中には動作中スリープモードにならなくなったり、バックグラウン
ドで動作して電池の消耗が激しくなるものがあります。
 • 本製品に搭載されているアプリやインストールしたアプリはアプリのバー
ジョンアップによって操作方法や画面表示が予告なく変更される場合があり
ます。また、本書に記載の操作と異なる場合がありますのであらかじめご了承
ください。

 携帯電話機の比吸収率（ SAR ）について
この機種TORQUEの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術
基準および電波防護の国際ガイドラインに適合しています｡

- 49 -

HDR（High Dynamic Range）技術には「Morpho HDR」を採用しています。
「Morpho HDR」は株式会社モルフォの商標です。
高解像パノラマ画像合成技術にはMorpho Panorama Giga Pixelを採用して
います。Morpho Panorama Giga Pixelは株式会社モルフォの商標です。
シーン検出技術には株式会社モルフォの「PhotoScouter」を採用しておりま
す。「PhotoScouter」は株式会社モルフォの登録商標です。
夜景ポートレート撮影向け合成技術には「Morpho Night Portrait」を採用し
ています。「Morpho Night Portrait」は株式会社モルフォの商標です。
最適画像抽出技術には「Morpho Smart Select」を採用しています。「Morpho 
Smart Select」は株式会社モルフォの商標です。

© 2014 Comic Communication Co., Ltd. All rights reserved.

その他社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。

この取扱説明書で説明されている本製品にインストールされているソフトウェ
アについては、お客様に使用権が許諾されています。本ソフトウェアのご使用に
際しては、以下の点に注意ください。
⒜ ソフトウェアのソースコードの全部または一部について、複製、頒布、改変、
解析、リバースエンジニアリングまたは導出を行ってはなりません。

⒝ 法律や規則に違反して、ソフトウェアの全部または一部を輸出してはなりま
せん。

⒞ ソフトウェアの商品性、特定目的への適合性、第三者知的財産権の非侵害な
どの黙示の保証を行うものではありません。

ただし、ソフトウェアに含まれている、GNU General Public License
（GPL）、GNU Library/Lesser General Public License（LGPL）およびその
他のオープンソースソフトウェアのライセンスに基づくソフトウェアならびに
京セラ株式会社が許諾を受けたソフトウェアのご使用に際しては、当該ソフト
ウェアのライセンス条件が優先して適用されます。
なお、オープンソースソフトウェアについては、以降に明示しております「オー
プンソースソフトウェアについて」をご確認ください。

 ■オープンソースソフトウェアについて
本製品は、GNU General Public License（GPL）、GNU Library/Lesser 
General Public License（LGPL）、その他のオープンソースソフトウェアの
ライセンス条件が適用されるソフトウェアを含みます。GPL、LGPLおよびその
他のライセンスの具体的な条件については、本製品の「端末情報」からご参照い
ただけます。詳細については京セラ株式会社のホームページをご覧ください。
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この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準（※）ならびに、
これと同等な国際ガイドラインが推奨する電波防護の許容値を遵守するよう設
計されています。この国際ガイドラインは世界保健機関（WHO）と協力関係に
ある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が定めたものであり、その許容値
は使用者の年齢や健康状況に関係なく十分な安全率を含んでいます。
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体に吸収される
電波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）
で定めており、携帯電話機に対するSARの許容値は2.0W/kgです。この携帯電
話機の側頭部におけるSARの最大値は0.750W/kg、身体に装着した場合の
SARの最大値は0.473W/kgです。個々の製品によってSARに多少の差異が
生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう
設計されているため、実際に通話等を行っている状態では、通常SARはより小
さい値となります。一般的には、基地局からの距離が近いほど、携帯電話機の出
力は小さくなります。
この携帯電話機は、側頭部以外の位置でも使用可能です。キャリングケース等の
アクセサリをご使用するなどして、身体から1.5センチ以上離し、かつその間に
金属（部分）が含まれないようにしてください。このことにより、本携帯電話機が
国の技術基準および電波防護の国際ガイドラインに適合していることを確認し
ています。
世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをもたらすかどうかを評価す
るために、これまで20年以上にわたって多数の研究が行われてきました。今日
まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる健康影響も確立されてい
ません。』と表明しています。
さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関のホームページを
ご参照ください。
（http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/facts_press/
fact_japanese.htm）
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームペー
ジをご参照ください。

○ 総務省のホームページ
 （http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm）
○ 一般社団法人電波産業会のホームページ
 （http://www.arib-emf.org/01denpa/denpa02-02.html）
○ auのホームページ
 （http://www.au.kddi.com/）
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本製品には、京セラ株式会社が著作権を有するソフトウェアおよび京セラ株式
会社が許諾を受けたソフトウェアが含まれています。
本製品に含まれる、京セラ株式会社がオープンソースソフトウェアの規格やラ
イセンスに準拠し設計、開発したソフトウェアの著作権は京セラ株式会社また
は第三者が有しており、著作権法上認められた使用法および京セラ株式会社が
別途認めた使用法を除き、お客様は京セラ株式会社に無断で頒布、複製、改変、公
衆送信等の使用を行うことはできません。

 ■輸出管理規制
本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易法」およびそ
の関連法令）の適用を受ける場合があります。
また米国政府機関が定める米国輸出規制（Export Administration 
Regulations、およびその他の関連法令）、その他の国の法令等の適用を受ける
場合があります。本製品および付属品を直接的、または間接的とを問わず輸出お
よび再輸出する場合は、お客様の責任および費用負担において必要となる手続
きをお取りください。詳しい手続きについては経済産業省または米国商務省、そ
の他関係機関へお問い合わせください。

 ■診断および使用状況データの記録
京セラ株式会社では、製品とサービスの品質の向上のために、お客様のご協力を
お願いしています。京セラ株式会社は、予期しないシャットダウンやシステムエ
ラーなどの診断イベントを追跡して対処し、品質とサービス向上を目的として、
お客様の端末の故障診断および使用状況データ（お客様によるアプリケーショ
ンの使用状況情報、エラーに関するログ情報、およびお客様によるアプリケー
ションの使用に関する詳細情報（特定の機能、使用頻度、メモリ／電池の使用状
況））を端末内に記録、保存しております。これらの情報はお客様より端末の修理
依頼があった際に、お客様の同意のうえ収集することがあります。
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※ 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の2）で規定されています。

また、以下の内容に関しては、auホームページより『取扱説明書 詳細版』または
『取扱説明書アプリケーション』をご参照ください。

 • OpenSSL License
 • FCC Notice
 • European RF Exposure Information
 • Declaration of Conformity
パソコンから：
http://www.au.kddi.com/support/mobile/guide/manual/

 知的財産権について
 ■商標について

本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。

Google、Google ロゴ、Android、Android ロゴ、Google Play、Google Play 
ロゴ、Playミュージック、Playミュージック ロゴ、Playムービー、Playムー
ビー ロゴ、Gmail、Gmail ロゴ、Google マップ、Google マップ ロゴ、ハング
アウト、ハングアウト ロゴ、Googleマップ ナビ、Googleマップ ナビ ロゴ、
Google Chrome、Google Chrome ロゴ、Google 音声検索、Google 音声検
索 ロゴ、YouTube および YouTube ロゴは、Google Inc. の商標または登録
商標です。

Microsoft®、Windows®およびWindows Vista®／Windows®7／
Windows®8／Windows®8.1は米国Microsoft Corporationの米国および
その他の国における登録商標です。
Microsoft® Windows® の正式名称は、Microsoft® Windows® Operating 
Systemです。

携帯電話•PHS事業者は､環境を保護し、貴重な資源を再利用
するためにお客様が不要となってお持ちになる電話機・電池
・充電器を、ブランド・メーカーを問わず     マークのある
お店で回収し、リサイクルを行っています。

発売元：KDDI（株）・沖縄セルラー電話（株）
製造元：

安心ケータイサポートセンター
紛失・盗難・故障について（通話料無料）
一般電話／au電話から

0120-925-919

受付時間　9:00～21:00（年中無休）

お問い合わせ先番号
お客さまセンター

一般電話からは

0077-7-113
au電話からは

局番なしの113番

紛失・盗難時の回線停止のお手続き
について（通話料無料）

上記の番号がご利用になれない場合、下記の番号にお電話ください。（無料）

受付時間　24時間（年中無休）

一般電話からは

0077-7-111
au電話からは

局番なしの 157番

総合・料金・操作方法について（通話料無料）
受付時間　9:00～20:00（年中無休）

0120-977-033（沖縄を除く地域）
0120-977-699（沖縄）

Pressing “zero” will connect you to an operator,
after calling “157” on your au cellphone.
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 • PINロック解除コードを入力した場合は、新しくPINコードを設定してくださ
い。
 • PINロック解除コードを10回連続で間違えた場合は、auショップ・PiPitもし
くはお客さまセンターまでお問い合わせください。
 • PINコードはデータの初期化を行ってもリセットされません。

 MIL-STD-810G、防水・防塵、耐海水、耐荷
重に関するご注意

本製品は電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カ
バーが完全に装着された状態でIPX5/8※1相当の防水性能および海水対応※2、
またIP6X※3相当の防塵性能を有しております。
また、米国国防総省が定める耐久試験MIL-STD-810Gの19項目に独自の耐久
試験2項目を加えた21項目※4に準拠しています（当社試験方法による）。本製
品の有する性能は試験環境下での確認であり、実際の使用時すべての状況での
動作を保証するものではありません。また、無破損・無故障を保証するものでは
ありません。
※1 IPX5とは、内径6.3mmのノズルを用いて、約3mの距離から約12.5リットル/分

の水を3分以上注水する条件で、あらゆる方向からのノズルによる噴流水によって
も、電話機としての性能を保つことです。IPX8とは、常温で水道水、かつ静水の水
深1.5mの水槽に電話機本体を静かに沈め、約30分間水底に放置しても、本体内部
に浸水せず、電話機としての性能を保つことです。

※2 常温、かつ15kPa（水深最大1.5m）の海水※に約30分沈めても本製品内部に浸水
せず、電話機の性能を保つことを意味します。
※ 海水：日本沿岸部の組成を模した人工海水を使用し、弊社独自の評価を行っており
ます。なお、プールにつきましても日本国内の消毒基準で評価を行っております。

※3 IP6Xとは、防塵試験用粉塵（直径75μm以下）が入った装置に、電話機を8時間入
れても内部に侵入しない機能を有することを意味します。

※4 MIL-STD-810Gの19項目に独自の耐久試験2項目を加えた21項目
落下 高さ約1.5mから26方向で合板（ラワン材）に落下させる試験
衝撃 衝撃試験機に端末を取り付け、40Gの衝撃を6方向から3回与

える試験
浸漬 約1.5mの水中に30分間浸漬する試験
風雨 降雨量1.7mm/min、6方向各30分間の降雨試験
雨滴 高さ1m雨滴（15分）の防水試験
粉塵 連続6時間（風速8.9m/sec、濃度10.6ｇ/㎥）の粉塵試験
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塩水噴霧 連続24時間の5%塩水噴霧後、24時間乾燥させる塩水耐久試
験

湿度 連続10日間（湿度95%）の高湿度試験
太陽光照射 連続20時間1,120W/㎡の日射後、4時間offを10日間繰り返

す試験
振動 3時間（3方向各1時間／20～2,000Hz）の振動試験
氷・低温雨 －10℃の冷却水で6mm厚の氷が張るまで氷結させる試験
温度衝撃 －21～50℃の急激な温度変化で連続3時間の温度耐久試験
高温動作 動作環境：50℃で連続3時間、保管環境：60℃で連続4時間の

高温耐久試験高温保管
低温動作 動作環境：－21℃で連続3時間、保管環境：－30℃で連続4時

間の低温耐久試験低温保管
低圧保管 連続2時間（57.2kPa／高度約4,572m相当）の低圧動作／保

管試験低圧動作
凍結-融解 －10℃環境で結露や霧を発生させ1時間維持し、25℃、

95%RH環境で動作を確認する試験
耐荷重 均等に100kgfの面荷重をかける試験
耐海水 常温、かつ15kPa（水深最大1.5m）の海水に約30分沈める試

験

正しくお使いいただくために、「ご使用にあたっての重要事項」「快適にお使いい
ただくために」の内容をよくお読みになってからご使用ください。記載されてい
る内容を守らずにご使用になると、浸水や砂・異物などの混入の原因となり、発
熱・発火・感電・傷害・故障のおそれがあります。
利用シーンは、上記条件で確認しており、実際の使用時、すべての状況での動作
を保証するものではありません。お客様の取り扱いの不備による故障と認めら
れた場合は、保証の対象外となります。

ご使用にあたっての重要事項
● 電池フタ、背面カバー、外部接続端子カバー、イヤホンマイク端子カバーを
しっかり閉じてください。
 • 完全に閉まっていることで防水／防塵性能が発揮されます。
 • 接触面に微細なゴミ（髪の毛1本など）がわずかでも挟まると浸水の原因と
なります。

＜切り取り線＞

保証書 （持込み修理）

品名

商品名

IMEI※
販売店※

保証期間

お買い上げ日※

お客様

携帯電話  本体　（注）

TORQUE（型式名称  KYV35）
 

お買い上げ日より1年
　　　年　　月　　日

様前名お

ご住所

電話番号

店名・住所

電話番号

※印欄に記入のない場合は無効となりますので必ずご確認
ください。

発売元 KDDI株式会社
 　東京都千代田区飯田橋3丁目10番10号
 沖縄セルラー電話株式会社
 　沖縄県那覇市松山1丁目2番1号
 安心ケータイサポートセンター
 　　0120-925-919
 受付時間　9:00～21:00（年中無休）
 オンライン修理受付（24時間受付）
 ※パソコン、スマートフォンからのみ受付可能
 https://cs.kddi.com/support/n_login.html

製造元

＊本書記載の機器は、修理や点検の場合、登録された情報内容
が変化、消失するおそれがあります。情報内容は、別にメモを
取るなど必ずお控えください。情報が変化、消失したことによ
る損害などの請求につきましては、一切責任を負いかねます
ので、予めご承知ください。

＊本保証書は、本書に明示した期間、条件のもとで、無償修理を
お約束するものです。従って、本書によって保証書を発行して
いる者（保証責任者）及び、それ以外の事業者に対するお客
様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間
経過後の修理についてなどご不明点は、KDDI （株）・沖縄セ
ルラー電話（株）安心ケータイサポートセンター（右記）及び、
auショップ、PiPitなどにお問合せください。

（注）・ 電池パックなどの付属品は無償修理保証の対象外です。
・ 修理の際、弊社の品質基準に適合した再利用部品を使用
することがあります。

・ お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内
のサービス活動のために記載内容を利用させていただ
く場合がございますので、ご了承ください。

見本


